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	応用
	抗原情報
	背景
	UBD（ユビキチンD）はタンパク質コード遺伝子です。UBDに関連する疾患には、腎硬化症や重症急性呼吸器症候群などがあり、関連するスーパーパスウェイにはNF-κBファミリーパスウェイやMIFによる自然免疫細胞の制御などがあります。この遺伝子に関連するGOアノテーションには、プロテアソーム結合やタンパク質結合などがあります。この遺伝子の重要なパラログはISG15です。ユビキチン様タンパク質修飾因子は、標的タンパク質に共有結合し、NUB1依存的に26Sプロテアソームによる分解を誘導します。おそらく生存因子として機能すると考えられます。UBA6によって結合能が活性化されます。プロテアソームサブユニットβタイプ9（PSMB9/LMP2）の発現を促進します。ユビキチン化されたI-κ-B-αのTNF-αを介したプロテアソーム分解を促進することにより、TNF-α誘導性およびLPS介在性の自然免疫の中心的メディエーターNF-κBの活性化を制御する。腎尿細管上皮細胞（RTEC）におけるTNF-α誘導性p65核移行に必要。樹状細胞（DC）成熟（未熟樹状細胞がT細胞応答を開始する完全にコンピテントな抗原提示細胞に分化するプロセス）に関与している可能性がある。長期のin vitro培養および癌において、有糸分裂期を短縮し、細胞周期の前中期段階でMAD2L1の動原体局在を損なうことにより、有糸分裂不分離および染色体不安定性を媒介する。プロテアソームが飽和または障害を受けている場合、アグレソームの形成に関与している可能性がある。特に多発性嚢胞腎やヒト免疫不全ウイルス（HIV）関連腎症（HIVAN）などの腎疾患の際の腎上皮細胞および尿細管細胞において、カスパーゼ依存的にアポトーシスを媒介します。
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	HepG2 細胞溶解物中のユビキチン D 発現のウェスタン ブロット分析。

